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仙
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右
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乙
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以
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時
間
的
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什
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＠
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＠
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仰
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仰
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仰
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伐
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与
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叶
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仁
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夫
れ
法
を
以
て
封
象
と
す
る
・
も
向
ほ
山
敬
が
成
立
す
る
な
－
h
，
ぱ
誌
な
は
爪
に
川
心
忽
で
の
h
m
A
2形
態
な
る
か
』
以
て
「
円以

等
は
質
物
の
港
行
過
耗
に
生
ず
る
陰
影
な
り

す
べ
て
は
唯
物
件
持
法
的
目
芯
セ
以
て
必
然
的
凶
果
的
に
道
行
経
民
す

る
も
の
な
れ
ば
此
の
真
引
を
杷
採
し
、

人
銭
的
努
力
を
榔
ふ
て
よ
h
平
〈
法
行
政町
民
せ
し
め

て
洪
死一
枇
宵
h
f・－創
造
せ
ば

そ
と
に
現
る
＼
宗
教
に
し
ろ
、
思
想
＠
政
治
・
訟
作
。
背
問
中
＠
笹
術
に
し
ん
す

べ
て

の
附
界
平
咋
が
担
行
と
な
る
此
に

一
一切

の
も
の

、
例
決
は
共
斥
社
押
の
創
出
に
あ
り
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念
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す
る
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の
其
仰
は
宗

致
的
川
町
象
と
云
rp
ぺ
き
結
論

eeJ比
一
ム
す
る
な
ら
ん
。
一
述
仰
の
説
未
だ
充
分
な
ら
ゴ
る
山
ド
知
る
べ
き
な
り
。

三
氏
導
削
の
山
本
論
な
る
が
柑
許
制
裂
の
側
対
布
川
が

「
U
M
所
2

以
人
事
州
一
花
仙
一山
・一パ
脱
」一一
日除
耐
M
M
一也
」

と
一
五
へ
る

如
く
此
れ
亦
必
ず
し
も
完
入
止
な
b
と
は
一一
一
μ
ひ
ね

F
る
な
り
。
リ

ナ
り

H
h，H
刊
r

川／滑り川

一三
ノ
一
九
こ

f
k
f－
u
d
n
F

・J
2
・t
二
本
hw
h

p

l

・

’則
ν
此

一
法
ハ
ハ伽…
一作
三
身
）

沢
村
久
読
之
後
、

二
帯
以
降
品
川
ん
て
一所
り
如
之
本
也

－パ々
。

曹と
云
ヘ
ム
リ
0

問
者
H
疋
れ
を
似
し
て

，初
成
的
賂
ニ
折
ν
之
胤
b

之
何
作
一二

一
許
己
去

、
若
不
1

品八…
者
新
成
吃
ν
飢…
一町
一
本
一乎

－
r

山々

。

ご
云
へ

・り
0

叉
単
一
川
は

二五十
ι

所
U

一一日
本
山
岩
州
一
九
日
ノ
本
紙
訟
h
H
也、

辿
附
者

二
許
己
昨
十
方
ノ話
偽
也
ぷ

。々

L

－、
凡
そ
山
一
仰
と
は
対
位
ス
名
け
本
仰
と
は
唯
だ
所
内
の
侃
…
始
本
位
三
身
に
似
る
が
故
に
知

一
早川の
成
道
・
三
一
雌
も
亦
辿

内い
な
b
c
設
心
五「
H
U
山八日
日…ヤ一
。止
に・
に
、延
ぃ．A
す
と
む
始
党
の
成
道
者
ゐ
ら
ば
必
A
V

川
河
川
h
l
v

り

若
し
日
一
訂
の
山
道
な

·~ 

、

‘ 

‘l 

’ 

る
が
故
に
本
怖
と
お
さ
ぱ
何
庭
仁
’
官
官
の
会
あ
ら
ん
や
。

四
に
捌
者
芯
仰
の

A
b』
一
件
す
る
に
．
加
4
AU

制
叫
附
加
以
内
小
山
に

wm
文
ノ
五
一
円
附作一駒
山際一－一赴
ν

去
－一
示
本
－
一
の
ノ
五
大
一
稗
詳
悦
二ぬ
け
知山…始
ノ小
川
仰
、
縦
三
県
三
十
万
リん
すh
H

起
J

比
H
E
m
－
－計
大
師

順
二
久
辿
，
始
先
－一川じん札
ニ
文
上
陥
他
ノ
一
読
↓
川
以
＝限
一一説

Z
7
所
1
4
ノ
仙
川
市
日
也
、
今
前
ふ
北
抗
J

十
本
初
成
近
山必
有
－一知

本一

、
設
テ
－
一
百
円
ク
然
で一
我

4
A－一川
河
川
川
…
始
本
J

町
内
泣
J
二
身
十
万
円
松
山
ペ

μ
綿
一－身
十
－
攻
ハ仰
三
千
叶
一
川川
F

総

m
J泊
ν
皮
’一
パ比

1

．
1
ラ
1
・し
A
a
－
レ
リ
同
日
r
z
m
H
d
r－ζ
－

ι

D

／
ニ
召
れ
こ
れ
辿
及
川

王
ぺ

凡
む
ハ
内
川
町
－
4
r
o

γa

，，，吋－
d
ν
s
l
’

と
一
去
に

b
o
若
し
本
初
成
道
は
直
ち
に
無
作
本
位
を
山
北
す
tr－
幻
－
び
ぱ

二
位
訪
帥
川
一
地
の
化
依
か
」夫
せ
ん
o
L
し

3
U
L’t
H
J

d
M
t

t
引．

4

の
成
道
も
亦
右
始
に
寄
せ
T

・飢
…始
乞
泣
く
引
け
今
幹
成
道
の
科
迦
と
川
等
以
る
底
知
…
き
な
b
。

上
来
の
訪
附
斯
く
の
加
主
誤
り
ゐ
る
は
米
仁
λ
十一
〈
陪
－
m…
且
立
に
徹
せ

F
る
が
お
な
・9
0

羽
山
号
川
は
ず

一
偽
成
泣
す

れ
ば
そ
の
仰
の
内
読
必
ず
え
れ
水
仰
な
り
本
位
三
身
な
b
o
故
に
時
間
的
に
は
新
十
川
市
川
的
に
は
詩
的
此
存
の
辿
仰
ゐ

h
’L
－
雛
そ
の
辿
仰
の
内
詮
何
れ
も
本
内

一
…仰
な
b
。
訟
に
於
て
か
木
仰
の
呉
川
川
れ
。
入
品
性
は
、一十
一
一
同
的
似
念
的
な
る
も

の
に
非

f
し
て
、
菅
沼
的
。

必
然
的
。

許
制
的
＠

安丸
山川悦
乞
布
す
る
も
の
な
b
。
孜
ん
ゑ
の
悉
背
成
仰

ω山
聞
は
訟
に
成

立
す
る
も
の
な
。
。
役

山り

7

Y
キ
ジ
ス
ト
の
如

3
宗
教
を
以
て
主
観
的
。
似
念
的
。
山
一－一」奈川
と
な
す
の
徒
は
比
政
凍
て
我

宗
の
数
皐
ど
的
中
ぷ
ぺ

B
な
h

0

4
汁
一
過
的
・
必
然
竹
と
し
て
の
木
紳
仰
が
限
定
的
・
似
性
と
し
て
成
前
一
化
引
の
献
態
乞
説
く
に

.. ~宅
』，戸

五t

Pト二

イ娘

1命

一
三
五
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一一
一一山
ハ

五
百
億
庄
町
世
今
番
々
の
成
近
を
以
て
せ
り
。
然
る
に
天
台
流
の
桝
持
は
際
迦
一
仰

（
仰
到
。

一
〉
の
所
訪
な
る
ぞ
以
て
勢

ひ
ハ
川
初
第
一
番
の
成
近
L
7
一
川
似
て
木
仰
と
せ
百
る
を
科
ず
、

叉
此
の
第
一
存
成
道

ω仰
は
巾
泣
抗
利
の
早
川
一
m

Lyh
把
擬
す
る

都
民
依
て
成
泣
す
る
な
’
p
。
我
家
に
於
て
は
然
ら
子
、
此
釘
一
一
柿
成
近
も
亦
辿
仰
な
b
o何
ん
と
な
れ
ば
川れ
時
的
羽
集
世

界
代
現
る
、
制
物
と
し
て
の
仰
は
皆
辿
仰
に
し
て
此
の
辿
仰
k
し
て
辿
仰
た
ら
し
け
る
も
の

い間－
一τ目
す
れ
ば
迎
何
の
汗

後
代
潜
む
る
本
質
的
仰
剖
も
普
遍
的
。
必
然
的
。
客
税
的
。
妥
能
性
’
f
↑
付
す
る
本
州
乙
モ
技
人
氷
山
本
の
仰
な
ハ
ば
な
b
o

斯
〈
て
こ
そ
五
百
億
陀
川
…
は
料
迦
一
仰
の
永
辿
牲
に
あ
ら
ず
し
て
、
本
仰
の
山
町
住
刊
で
あ
b
、砕
け
川
一ω
n
T
身
来
集
に
依
て

ん
北
川
叫
せ
ら
れ
た
る
行
山
地
性
と
相
侠
て
人
格
的
本
仰
の
純
一
以
悦
は
時
＠
出
の
’
い
い
に
民
的
せ
ら
ろ
＼
と
川
す
べ

3
．か
我
山水
の

山ゾM
H
一川
本
仰
向
な
b
o
uM
れ
を
以
て
抗
一
帯
じ
昨
世
々
許
々

一附
苅
仰
の
化
川
は
は
川
辺
’
c
云
ひ
作
る
な
り
J
M
M
版
本
の
川
・

は
本
仰
な
る
が
故
に
十
m
f
－キ
の
常
任
な
り
。
然
る
比
若
し
底
知
久
成
の
説
無
く
ぱ
刈
非
常
性
ボ
だ
沼
れ
十
汗
し
二
采
成

b
D
t
げ
町
山

Y31

4
一1
9
J
E
Z
Z
1
r
、

0
043
引
く
し
イ
り
づ
T
－一一
mヰ
ペ

7
5・1
J
3

辿
門
沢
し
十
川介
。v－
融
せ
ず
ば

A
U
陀
引
の－
H

パト付
ろ
も
能
く
J

一千
昨
山
什
比
七
則
す

一
品
金
利
ん
や
。
政
に
或
一ボ
己
身
。
或
亦
他
身
と
は
伽
…
始
十
界
全
部
ぴ
、
飢
…
訂
生
死
H

訂
以一
川ト山
川
J

－は
本
一
制
作巾什刊
LT
」初
－
h

な
り
J

円以

μ
十
芥
事
山山仲刊の
明
文
刊
日
ハ
品
川
バ
刊
一
の
要
世
胞
に
し
て
見
川
久
成
の
所
託
正
し
く
必
れ
に
伝
る
な
ーり

さ

μ
は
座
制
…
久
山
川

の
しU
は
側
斜
の
M
M

一日？？ゼ
矧
し
、引
け
現
色
身
の
立
は

九川
併
の
知
…
絡
み
γ
一
期
す
な
る
。
又
六
日
但
沙
問
火
山
川
訴
は
ん
治
竜
門
十
芥
乞い
hv
h

し
、
本
行
却
一
日
一
円
近
所
成
詐
A
M
今
日
米
占
は
又
去
の
む
九
非
常
住
に
じ
牝
F
－に’
p
c

計
J

川
に
出
h

引
はト

EUT
訪
ソ一2
札
ば
そ
の

z‘・・

~ 

司e

． 

S
F

‘
 

~ 

骨V

町
絡
に
－
訪
問
の
常
設
に
し
叫
す
o
何
ん
と
な
れ
ば
引
の
泣
む
を

ω
み
論
ず
れ
ば
恐
ら
く
求
ピ
投
合

η
・ρ
J
O
L
J
gd

L

3

、

；
J
u
z
u
u
－J
1〓干ノ
ー
す
，

若
し

旬
H

仏
と
h
H
I「’
rs
r
．
？
？
‘
！？
’
‘白幽

f
i
利

2
1
引
を
U

寸前
ゼ
は
叉
法
だ
訪
訟
災
相
凶
作
一
共
門
店
の
義
セ
如
・
す
に
H
A
ら
ゴ
る
な
b
、
芯
ひ
仰
身
の
一
山

一
切
民
・ゲ』淡

ず
る
も
亦
相
一
だ
町
一
げ
が
身
首
位
の
誌
に
い
川
し
、

一
切
世
間
見
広
一
巡
那
所
比
一
色

一
二』川
町
ド

P
J
L＼
ー

ミ

宅
金
U
1
ブ

が

九
月

L
ん
く
も
か
竺

，

：

よバイード

ィ
ノ
U
A山か
b

拾
て
＼

一
的
非
を
求
む
る
の
執
怖
を
叶
慨
す
る
に
川北
ら

5
る
な
h
o

－t
「－－
L
V

、J

・I
：－

l

l

h

↓J
2

H
司

σ川
H

引
を
聞
か
む
れ
ば
出
身
比
一
均
し
て

し
1

「

J
ノ
り
づ

を
成
ず
と
執
す
る
が
故
な
b
、
我
家
の
仰
木
－
」
そ
十
界
以
十
本
拠
…
作
松
村
な
ム
ソ
。
心味
噌
・ha
パ
日l
～・
山ノ

．
，

、
J

Z
Iリ
UH
P，
J
－
（
－

r
代

此
円
川
J

M川
w
k
u
行
列

4
・F
bb

ノ川町、
z
－

b
i
k
A
－
トー
f

j

L
J
4
1

ーこ

F
2
先
行
二一
』
一矧
ν
人
v
h
M
勺
一一巡

dm一寸
J
二
身
↓

2L
此
三
・山村
，郁子

以
－h
．、
tf
j

t
t
炉

人
，

E

A
・μ｛
L

e
－－H
M

一
ト
I
L
hJ
γ
h
ノ

a
t
J

－‘J

・

五

η庄
町
…
劫
ノ
成
仰
さ
一
身
即
三
肝
一
件
巾
作
品”。
今
必
γ
ナ
ノ始
党
ノ
三
身
そ
亦
如
り
計一

bM
ez
可
h

成
コ
・一一
昨
一市
l
－
4
…下
イ
h＼
バ

C

－
唱4
i

’
d
q
・・令
J
r
t

・
－l
et

－A1

ム
」
云
ひ
、

御
表
口
体
下
ノ
一
O
右
に
は

首
H

川
の
な
は
我
と
は
訟
持
の
裁
生
在
h
y
、
十
必
己
ιγ

を
抗
し
て
我
と
一五
ふ
な
b
c
穴
と
ま
MKH
f

b
q

；

－
引

un
－－i
の
制
な
h

と
定

め
た

b
、
’VU
B
L
U
a
r

．－z
、，、

H
t
f
J
A
と
云
ふ
な
b
o
h
h叫

1

．，，f
 

と
は
能
成
所
成
な
b
o
h化
立
川
〈
色
ょ
う
、

1

・I

，f
t
l
〈

会
3
4
ノ

fン

松
山付
対
作
の
三
h
M
の
仰
な
ム
リ

Lニ
川
付
、
3

、、

｝
0

7
E
μ
ド
E
d
d
J
L
U

仰
ご
は
此
れ
士
先
知
す
る
を
云
人
な
b
o
巳
ご
は
地
去
な
b
o
京
と
は
未
来
な
b
。

ι一米の
一～－u
の
小

と

1u
正

z

i
g－
は
訂
る
な
λ

リ
去
々
。

と
云
ひ
又
下
凶一子友

本
門
、
の
心
は
い
撚
作
三
身
を
絞
十
円
此
無
作
三
身
と
は
、
仰
の
上
ば
か

b
に
て
之
を
しむ
ず
。

森
級
官
訟
を

n
m川
hM
の

＇＜~ , .. ,. 

古t

河三

Ph 

姶

三
－3
長
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白
隠
閉
山
…
と
設
。
す
る
故
に
、
一
地
門
に
し
て
不
愛
真
如
の
開
国
主
別
す
駐
を
改
め
ず
し
て
、
己
々
の
営
健
縦
一
作
三
身
と

沙
汰
す
る
が
木
門
事
例
三
千
の
立
な
b
o
云々

。

と
云
ひ
、
上
野
限
後
家
、
尼
御
前
御
返
事
一
0
．h
こ
に
は

宍
川ハ川
A
H
川一玄
。
我
公
成
仰
じ
来
蜘
…
HM
飢
…
溢
等
云
。々

此
純
文
に
我
と
巾
は
十
併
な
り
、
十
芥
十
本
引
の
附
与
れ
ば
浮
土
に

位
す
る
な
b
云々

。

と
云
へ

b

。え
れ
刑
丈
に
削
れ
た
る
我
山
部
の
十
浜
山
本
な
る
が
仰
の
本
地
の
川
加
さ
る
＼
時
十
桝
私
市
住
森
縦
三
千
の

常
的
北
九
引
一洲
本
布
川
知
作
古
川
似
れ
北
生
の
心
身
亦
川
正
れ
本
位
三
身
の
如
来
な
り
。
ち
れ
ば
仰
淀
川
体
下
五
六
十
J
X

此
の
口
川
ハ分
別
H

川〉
は
上
の
け
川
角
川
、

・
本
地
純
一
作
の
誌
を
聞
く
故
に
、
今
日
川
氏
し
て
上
の
紙
作
三
身
や
－一
い
航
す
る
な
b
o

其
功
絡
を
升
別
す
る
な
b
o
功
仙
い
と
は
十
浜
己
々
の
常
位
の
三
誌
の
川
川
、
…
れ
を
此
日
川
の
時
、

仁
、

ι小y
ト
ぃ

43
方
h
向
山

b
b

J

1－
dυu虫、
M
L
U
Z
3
b
f

、

升
別
す
る
な
・9
云
々
。

と
云

μ
、

二
世
話
仰
惣
勘
文
紗
一
八
九
七
に
は

己
心
J
心
性
ト
心
開
l
ご
三
己
’ルM
P
水
位
，」一
身
如
来
也
し

H
M
，
いれ

一説
v

－J
ア
つ
如
必
相
γ

川河
U
A
如
だ
れ
匂
身
如
※
如
川
河
間
・
山
白身

日

、

，
d

h
d
l

－E
 ’’
 

H
i－－
、
二

H
A
I
て
．
h
H．ι

rF

・＝
t
MF
l
A

－
ヂ
〆
－
J
F
I
－ノ

如
来
ハ十
万
円出品
？斜－
J

身
山一
ι
l
方
法
悦

行

－
心
k
k
九
十
方
九
日
川
ベ
骨
川
パ
州

，
I

，v 

e
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’
・
』
わ
山

t

J
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丘
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－にいい行－～
h
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介
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。
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又
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仁
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仰
と
云
ふ
に
此
の
花
宣
姐
だ

一
倣
芥
代
局
ら
ん
や
、

於
て
迩
川
刊
凶
の
三
千
の
作
川
底
金
〈
口
受
川
身
本
山
円
以
の
知

Hm土
成
子、

．八
北
れ
台
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仰
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仰
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述
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叩
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仏
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仰
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＼
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介
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ゲ
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d
p
・包
泊
し、

佐
川
一
小

f
、・
弘
、ノ
トにh
H
’
巾
引
く

問

－
2
4
A
H
U
引
刊
耳
、一的

L

附

一一
妙九月
山品
川〈

表
作
一
の
川
市
川
4
4
0

政
し
方
に
川
人
的
川
仰
七
7
・挺
す
る
公
れ

ん批…
始
の
依
正
を
現
じ
、
如
来
の
知
見
方
に
沢
民
大
深
泣
を
見

諾
仰
の
化
惑
な
り
。
三
仁
は
三
世
詩
仰
の
作
用
は
同
な
b
。

ωち
五
仙
川
辺
な
れ
ば
新
知
…
く
ト
H

椛
〈
、
官
子
、
い
け
刊
誌
h
1
0

く
、

le
t

－－白
’
：
・
id

－－

ιtu
t－
－，久、4
4
4

’a
・

用
に
増
減
佐
…
〈
、
事
に
長
短
撚
（
、
到
に
謹
近
飢
…

3
を
似
て
、
悌
誌
の
長
短
を
部
ふ
は
戯
論
な
b
と
の
誇
を
離
れ、
院
文
の
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「
訪
偽
如
来
快
皆
如
H
X
」（
ぃ叫が
け川）
の
尻
（
印
け
い
契
ふ
と
h
。
国
こ
ま
川川
小
池
訂
一本
す
L
M工
作
円
三
七
、
こ

L
品
川
一
日一一
4
b
っ

『

t

b
e
e
i
－、人ーか
ぺペ可
J
4
1
1
，－Z
1
9
4

」y
s
e

－－
L

’I
J
J
3
f

但
rt. 

将
迦
一

仰
問
迷
期
本
し
て
事
の
泣
む
な
科
る
の
み
な
ら
午
、

一
切
北
牛
一又
I
一の
辿
士
山
し
、
日
叫
ぴ
に
来
一
山
丹
羽
の
妙
色

身
に
住
し
、

一
切
の
苅
仰
北（
の
木
守
山
し
供
に
常
住
の
泣
川
却
に
作
いす
る
な
り
。
川
－
ι
L
γ
’
h
V
24
1
干
A

－
1

－ノ

e
A
J
r
Lじ
－

AZ
l
w

色

切

ω訟
法

香
関
川
知
…
逃

々
の
松
川仲町一
吋く
誌
の
三
千
L
74

包
詳
し
、

川
く
一
一
一位
乞八
パ
日
し
法
ん
・タ
誌
の
桃
山
仰
に
非
る
は
な

3
む
b
。

県
出
…鼠
穴
の
作
失
斯
く
の
’引
し
。
夫
れ
川
一世
M
M
誌
の
妙
花
は
口
氏
側
仰
の
内
ぷ
か
市
し
、
品
川
山
氏
仰
の
妙
川
公
究
め

h
H
・
じ
、
ノ

3
．AI
U
L
E
リ
H
川
崎
つ

ぷ
代
十
品
、

L刊

vyu
：－J13
7
fu
h
σー
号
ド

l

妙
身
と
れ
仲
代
と
そ
附
て
ず
縦
桃
川
…
沿
附
に
し
て
一
作
と
し
γ
、仰
の
色
村
た
ら
が
J

る
は

無

B
な
り
。
川
辺
山
本
の
町
議
斯
く
の
如
く
な
れ
ば
、

た
〉
－
こ
へ
・
1
rし
主
、
I
R
汁
ト4
時

15
川hd
r
w
－ーっ．
t．一
l
ハリ
ド
勺．J
土
T
L
L

，h
a

M

J

3
a
F3
7ぜ
4
4
・
t
r
／

寸
T
L
ρ

・山
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f
1
UυA
r
u

－
－i
乙
E
L寸
引

’

L
e」
－J
A
Y

E
－

て
、・
討
に
は
伽
耶
始
成
の
九町
長
側
…作
本
位
の
如
来
な
’9
3

此
の
M
…作
本
一世
・」
そ
抗
日
一
川
一
的
。

i;~ 
4ヨ・

’j生

内必
然
的
。
容
は
的
。

布
る
を
以
て
如
何
な
る
人
に
於
て
も
、
時
。
昆
そ
川
は
ず
始
仕
の
山川
川
島
山
ち
に
本
位
制
…
作
二
一身
的
如
来
な
b
と
且
立
を

除
3
て
本
地
に
一
辿
芯
す
る一
H

引
を
作
る
な・
り
。
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一一・川
公
文
上
お
M
仰
に
就

3
7・

ぷ
川
口
川
の
設
相
い
え
は
祁
身
仰
な
れ
ど
立
は
法
身
な
b
o
放
に
長
行
に
判
’
材
の
托
ド
．
d

そ
説
く
も
、

同
に
f
v

一h
／
内
山代以
出

に
告
せ
て
本
山
引
の
侃
…
始
…
山
中
の
常
任
乞
花
皇
、
又
一
市
川
竹
川
に
は
一
．
・
川
公
司
ヂ
」
・
占
か
ん
と
し
て
い山
仰
パ
り
計
・
μ
4一山一
J

一
Gω一十
ハい川込
む
成

む
た
日
分
一
昨
L
T
一口付
JH
宜
．
小
せ
ん
．
、
ふ
叫
す
と
の
る
い
113ω
話

－41
こ
院
にいい
上山
rqb
fLη
t

；
J
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s
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被
法
背
如
北
’
一
と
云
ひ
、
分
別
品
の

一i
願
我
於
未
来
長
存
度
抜
生
如
今
日
世
咋
・
尚
一
一山
亦
如
日
正
’
と
一
エ
ム
は
刊
行
正
し
く
訪

備
は
本
公
を
如
、
せ
ば
一
新
咋
・
山
下
の
淀
川
知
…

3
4
4乞
云
へ
る
も
の
な
b
o
ム川
ん
ぶ
に
は
よ
ハ
川
十
小
川
町L
T
一
ぱ
丈
A
MH
G

義
似
に
依

b
て
報
身
事
例
と
し、

我山
部
に
於
て
も
亦
日
行
の
修
附
成
川
市
の
訟
に
約
す
れ
ば
初
－片山仰
と
淀
む
み
な
り
。
一五
よ
り
所
開

の
本
位
は
三
九月
初
仰
な
る
故、

税
制
の
仰
る
亦
三
身
中
村
れ
を
王
立
と
山止
め
姉
し
と
跳
川
く
て
は
絶
刈
的
第

務
p11 

の
所
誌
に
し
て
、
相
到
的
敬
和
川
上
の
淡
に
非
古
る
を
以
て
能
川
刷
所
仰
の
山
別
レ
ι
犯
す
ろ
結
果
と
な
る
べ
き
な
り
。
又

所
販
の
三
身
小
手
の

一
念
二
一
千
妙
法
州
事
事
比
一
の
行
相
た
る
べ
法
的
乞
出
す
か
』正
立
と
す
れ
ば
、
能
引
…
う
亦
一二
身
中
的
－
材

を
正
立
と
す
べ
主
も
法
身
は
本
来
党
慨
に
し
て
四
川
市
を
い
れ
修
司品川
に
依
b
て
初
め
て川…・｝
V
O
K
も
り
に
し
て
始
仕

ω
行

m

無
く
ば
十本
究
の
論
ず
ぺ
主
も
の
ん川
…3
な
り
。
b
d
・－一叫
m別
配
F
十
品
ム
U
h
－－」
川山
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－Ee
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－
合
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1
t
i

’’f
’Il
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r－
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始
本
不
コ
ケ
」
諭
や
る
が
故
に

討
し
訟
身
d
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採
ら
ば
能
販
の
義
成
立
せ
ず
し
て
、
話
料
常
談
の
法
九
J

川爪中川
υ
と
川
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』
十市トヲ
む
よ
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・
－
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e
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・
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又
末
代
の
般
は
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仰
付
入
な
る
故
慈
悲
充
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の
救
民
主
た
る
Mm
史
上
山
科
迦
川
出
身
台
以
て
伝
仰
川
川
一
段
と
却
し
、
そ

の
・火
山
壮
た
る
－
u

法
身
士
郎
本
す
れ
ば
如
何
と
一試
ふ
に
、
肱
身
即
訟
身
と
山
本
す
る
は
の
川
五
九
掛
り
山
北
叫
ん
り
始
山
V
J
u
、
仰
川
介

ω

肱
九
明
伽
耶
始
成
も
共
に
所
初
一
な
る
を
以
て
義
に
妨
げ
仰
…
し
ん
一怖いれ
文
の
「
我
本
行
一一存
尚
道
一所
ν
山内
υ
・
川
命
今
桝
米
ν
刈
」

の
白
行
の
修
川
戚
北
の
文
に
注
す
る
か
」以
て
抑
制
身
始
円
以
守
採
る
な
h
o
知
・く
て
文
上
は
報
身
υ
町
内
は
な
る
も
い
え
庇
に
約
す

る
時
は
勿
論
十
芥
な
る
事
は
御
装
口
停
下
一

O
布
に
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時
同
口
川
の
止

μ
は、

我
と
は
法
評
の
北
生
な
b
、
十
界
己
己
を
指
し
て
我
と
一
五
人
な
り
云
々
。

と
あ
る
に
見
て
明
ら
か
な
り
o

更
に

抗
と
は
い
批…
作
三
身

ω
仰
な
り
と
定
め
だ

b
云
々
。

と
一
去
へ

る
は
是
れ
所
販
の
本
位
三
身
に
し
て

仰
と
は
此
れ
を
党
知
す
る
を
云
ふ
な
り
云
々
。

と
は
能
舶
の
報
身
仰
川
ケ
析
し
允
る
な
b
G
此
の
報
身
が
化
他
の
行
K

T
H
h
L
リ
氷
川
散
化
に
従

4
す
ろ
川
げ
を
の
依
J.f笠
井

m
m
Te’P
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1
1
 
斯
く
て
組
身
は
一
純
文
由
利
文
人
引
致
し
、
近
刊
に
逃
せ
ず
、
且
つ
ね
仰
の
割
糸
と
し
て
の
人
特
的
要
求
を
も
iiやj

足
せ
し
む
る
本
を
ね
る
な

b
o

ムH
家
に
於
て
も
所
此
即
川
出
身
の
科
hm
…
主
仁
非
ず
L
」雌
H
M
れ
所
泣
の
一円
一
州
中
叶
一－Mリハ
相
に
過
ぎ
守

我ん
ゑ
の
本
根
山
身
ー十

界
保
…
作
本
位
三
身
始
党
即
本
位
の
川出
身
に
ぷ
ば
．
ぎ
る
な
b
o
制作
身
に
於
て
も
ム
け
家
は
文
上
賀
川
以
じ
前
に
は
報
身
保
~ 
5ど
’J
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F
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以
て
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1
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五
百
佑
陛
問
劫

ω始
泣
か
以
初
の
祁
Ji同
志

ド
λ

・f
』人．、
C

1
・J
・3】立ム

H
2こ
却
し
て

m．d
Q

＼
超
時
間

汗
寸

u
m
t
方，

L
寸
4
J
J
l
古
f
h
J
l
f
t

d

れ
な
る
放
に
此
の
起
時
間
的
十
小
川
以
下
山
引
い
μ
ん
と
来
上
の
始
位
ハ時
間
的
見
公
的
ト
什
山
h

む
を
以
て
抜
身
小
山
仰
と
お
し
、
よ
い川
文
J.: 
IW 

山
の
修
川
成
mw
の
刊
’
wm削
工
川
る
な
り
。
き
れ
ば
と
そ

－
皮
似
本
し
ね
て
水
口
県
況
に
介

一
す
る
時
は
始
党
の
辿
イ如
4ろ

ほ
二
一
－U
H川一
日比
の
人
格
的
本
位
松
山
庁
L
工
J
h
aQ

ベ
与
な
り
c

~ 

a 

! 

計
内
節

h
N
に
寄
せ
て
本
仰
乞
論
ず

惣
勘
文
紗

一
八
九
七
比

己
心
ト
心
性
ト
心
的
：
三
ハ
己
身
ノ
本
位
ノ
三
身
如
来
也
。
H
M
J

町
一品
ヒナ一
去
タ
如
心
相
（仙川一山珂白川・沫）
如
H
以
内
（仙川身加

3
如
H
4

位

（訟
身
如
来
）

此
レ
ゴ
ア山
一一一－一
如
川一会
υ

此
J

三
如
υ．北ノ
本
位
，
如
来
ハ
十
万
u

法
科
，

n－一
山河
仰
「
十
万円出

Mfn－
心
性
叶
十
方
法
則
抑
テ

特川
口
相
川
町
↓O
H
モ

故
－一
我
身
ρ

本
山
党
一
二
’
付
加
ぷ
で
身
間
也
u

川
－一
一伽
・5
怯
排
二
仰
，佐
川
1

L

二

切
ノ、山
口背
公
的
法
也
ぇ
。

と
云
へ

b
。
走
れ
に
依
る
に
怯
界
は
一
大
附
仰
な
b
o
今
川
辺
れ
を
佐
川
相
悠一
二
身
に
外
ち
て
論
AV

る
仁
、

一
に
法
身
民
約
す
れ
ば
御
義
口
伴
下
一
に

惣
じ
て
は
如
来
ご
は
一

切
衆
生
な
b
o

略

六
仰
の
配
立
の
時
は
、

此
の
口川
の
如
来
は
刊
印
の
凡
夫
な
り
云
々
。

と
云
へ

b
。
凡
夫
を
以
て
本
仰
と
す
る
な
り
。
合
附
刊肌
f
u

剣山世間

mwhえ
は

主ニ知山
…
始
十
日
仙
一一
山
見
ニ
川
印
凡
夫
－
党
一－
・本
位
三
身
一
一
山
特
『司法
評
依
正
一一子。

と
云
へ

b
o
H
A

記
れ
計
し

m
k訟
九
月
の
間
を
抽
象
し
叶
氷
れ
ば
本
位
如
来
ど
は
川
仰
の
凡
夫
法
性
良
（
如
の
い
川
…
川
の
M
切
な
b
o

此
の
訟
は
冥
す
る
の
抑
川
は
報
身
如
術
総
に
随
て
刊
現
す
る
形
相
は
山
出
身
如
抜
な

b
、

一
術
的
紗

一
O
二
八
代

此
日
川
〆
叫
心
ょ
者
妙
法
一
心
之
如
来
誌
HM
H
川
ナN
M
故
ュ
我
等
凡
夫
ノ
一

念

1
。

一
念
ρ

印
如
来
久
泣
，本
誌
本
地
無
作

身
本
紙
法
身
，
本
因
本
来
r
如
来
也
云々
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と
云
日
、
本
金
紗
九
三
九
に
は

～γM
ハ
サ
川
二
お
ク
然
孜
氏
成
仰
い
凍
保
…日
以
技
法
灯
千
…品
位
那
由
陀
劫
与
一
五
々
。

我
等
ヅ
己
心
，m
作
付
て
一
仇
訂
版
刷
…
乃

f
所
出
J

二
九
m
－一－
与
純
一
始
，
古
仰
也
デ‘
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さ
衆
生
の
一
色
身
品
川
え
れ
本
市
川
純
…作
の
mu
位
、
法
芥
の
依
正
、

本
仰
恨
内
の
分
，
片
一
位
悦
な

る
か－
以
て

衆
生
の
一
色
身

官
民
妙
奨
太
郎
の
所
間
一
身
プ
念
日
出
於
法
評
な
・り
。
此
の
一
逝
於
1

松
山
併
の
我
は
十
C
Mの
丘
町忙
川
相
判
引
の

一
仰
な
る
LT

－
以
て
行

一逝
常
住
の
本
的
な
り
。
此
の
絶
針
岩
本
的
小
の
相
釘
者
流
料
な
る
を
本
仰
の
公
刊
に
約
し
て
十
併
乃
五
三
千
常
杭
と
立

つ
る
な
b
o

こ
に抑
制
身
に
約
す
れ
ば
較
は
性
総
の
県
知
な
b
。
仰
詑
日
体
ド
一O
小引
に

我
と
は
科
行
の
久
遠
山以
成
近
な
り
と
云
ふ
事

dT
A
か
れ
た
b
o
批わ
り
と
臨
も
、
件
闘
H
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す
ル
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、
HX

L
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之
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」
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、
十
界
己
己
を
指
し
て
我
イ
』云
ふ
な
り
云
々
。

と
一京
以
、
又
一ト
一
七
桁

久
誌
と
は
は
た
ら
か
苫
ず
、

も
と
の
他
と
云
ム
義
な
b
o
川川ρ
作
の
三
身
な
れ
ば
、
初
め
て
此
ぜ
ず
、

つ
く
ろ
は
ず

日
記
れ
の
か
ざ
る
立
b
o
計
二
州
八
十
杭
好
4T
比
一
（
足
せ
ず
、
え
れ
仰
は
ご
る
な
b
u
－h
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－－－〉
h
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－永
L
ど
ド
J
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イ
イ
早川刊
－V
H
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仰
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々
。

ミ3

五t

オz

イ始

鈴

一
支
＝
一



本
法
と
申
す
は
、
水
が
ゐ
つ
く
な

b
、
火
が
つ
め
た
く
な
ら
ば
流
料
門
な
る
イ
し
。
水
は
い
つ
も
つ
め
た
く
、

火
Ii 

円宅
T"J' 

f孟

本

イ始

t命

一
五
凶

と
云
へ
・
9
0
此
の
本
有
の
妙
松
山
刊
怖
い
粍
の
宮
山
．
乙
モ

－
L
、，
t
：

－

tr－
〉
；
－

寸
u引
U
4A
外
ぺ
－．
泊
却
庁
V

一切川
世．
ド
に
仁
」

1
・主
、
〉
ι
2
1
i

／
イ
H

P

・・抗
0
5
V
羽，

方
関
長
一
知

の
殊
以
灼
艇
と
し
て
常
住
の
本
以
な

b
。
叉

三
門一れ

い
つ
も
あ
っ
く
、
地
獄
は
何
も
火
焔
、
餓
山
地
は
い
つ
も
仇
仰
向
、
其
の
外
高
松
己
己
の
常
代
々
々

の
仙
な
る
七
本
法
の

体
と
一
疋
ふ
な
り
云
々
。

ご
叉
全
一一
毛
布

本
法
の
総
ご
し
て
水
は
く
だ

b
つ
め
た
く
、
火
は
の
ぼ
り
あ
っ
し
、
此
七
妙
ご
云

ふ。

此
れ

ωち
不
思
議
な

b
。
法

斜
の
位
に
附
い
て
妙
訟
な
b
と
必
く
を
本
訟
と
一
五
ヘ

ムリ
。

火
は
水
に
き
ゆ
る
－
一
訟
に
し
て
不
死
な
り
o

十
必
己
々

の
静
岡
位
々

令
の
振
舞
山
山
什
刊
本
布
な
る
を
妙
訟
と
も
不
思
議
と
も
本
法
と
も
一五＼

b
－7
‘。

と
此
の
本
有
常
什
忙
を
m
Q
知
す
る
…
4
は
始
犯
の
川
に
し
て
、

そ
の
位
到
す
る
院
は
本
む
の
問
え
り
c

叉
＝一一

心

所
託
一
切
ん
山
口
地
を
ば

九
故
山
間
性
と
ら
昨
り
き
な
り
。

J
；
；

i

’1
・l

；

九
誠
状
性
を
ば
、

迷
糾
不
二
e
凡
年

一
加
な
れ
ば
本
一と
云
ふ

な

b
o
相
一…
八
何
一
別
判
光
を
広
ご
云
ふ
な
り
o
此
の
九
誠
一山
竹
と
は
、

い
か
な
る
所
の
訟
芥
を
拐
す
や
。
訟
叩
併
1

こ
は
十
界

な
b
。
－

t
「
H
V
打

L
．60
り
G

I
l
uづ
h
U
可

μ
・7
7

此
の
祁
法
の
官
糊山
本
十
仰
の
妙
法
品
川
市
絞
な
b
o
此
の
事
に
山
中
ム
北
生
の
鴻
め

に、

到
じ
て
升
別
説
－
．
一す
る
は
、

九
4
パ
本
訟
の
抑
仰
を
立
出
づ
る
な
り
c

ち
て
、
ら也、・
t

、、、

ゐ
w
小

’
e

・
本

れ
九
山川
に
引

λ
す
る
、
夫
れ
を

・t;; 

法い
市川刊
と
は
一
疋
P
A
な

b
o
一
切
削
川
地
と
は
h
－4
な

b
o
一
切
村
地
は
我
等
衆
生
の
心
法
な
b
o
心
小
山
即
ち
妙
法

u
b
。

切
智
地
と
は
え
れ
な
り
。
云
々

さ
以
て
桁
位
卸
本
山
A
A
の
妙

ω仰
を
知
る
ぺ
主
な

b
o

作
H
F
h

ソ。
我山山中
凡
夫
に
・
枕
て
H
4
れ
を
云
は
い
、
什
向
記
一
士
山
代
t
dれ
H
－入つ
F
．0
堵
土
－

tF
－L
r
J
E
J

4
E
・g
・

3
4免
れ
れい
イ

F
1・L
議
は
斗
12
－4
4
H
件
。

・
山
村
地
八
（H
ん
い
れ
の
叶
川
山
位・
｛
在
る

本
四
十
本
来
と
い
ふ
は
、
一
A

念
－二
千
な
り
o
本
有
の
内
、
本
有
川
山
な

b
o
、
ム
l

〉、
ζ

乙
e

’九
H
V

た
る
仏
－
m
A
に
非
t
じ
る
花
り
。
・’L
－B8
S
47

－：1

7
J

，l
M川
ぬ・

｛

1
1

・

の
法
門
と
は
此
の
事
乞
説
か
れ
た

b
。
本
肉
の
凶
と
い

λ
は
下
日
刊
の
辺
円
な
b
o
本
川
目
的
北
L
L
は
成
仰
な

b
。

四
ご
云
人
は
一
市
川
心
飢
納
の
…4
な
b
o
此
の
判
U
e
T
持
ち
奉
る
昨
を
本
川
と
す
。
引
の
十
市
川
の
ま
＼

成
附
あ
b
と
い
ふ
乞

本
来
と
は
い
ふ
な
b
o

日
…泌
が
弟
子
相
那
の
肝
要
は
、

木
県
よ
ら
本
附
と
す
る
な
り
。

本
川
花
く
し
て
は
本
川
取
引

る
可
か
ら
ず
。
乃
て
本
川
と
は
む
の
川
に
し
て
名
小
印
の
位
な
b
o
木
県
は
川
市
に
し
て
先
－
ιωの
位
な
り
。
先
日

ω

と
は
九
読
本
目

η
月
b
hち
な

b
。
一ヂ、

J
a－－n
－4
1
6
Eヨ
A
4
．

と
い
M

へ
b
o
行
の
凶
凶
川
県
は
人
の
始
位
仰
木
先
に
し
て
川
河
れ
我
家
成
仰
の

州
担
と
す
る
雌
な

b
。
↑J
f
〕

H
H
いこ

．、
4
8
』、
J

Z
I
L
H
J
t
d‘J
A

．f3
6
 

み
論
ず
れ
ば
、
木
作
品
の
家
に
成
仰
の
話
飢
…〈、

品
川
目
士
〉

d
J
ζ
ま

卜

じ
9

F
－
女
日

σ
p
t
M
H
’壬

仰
の
似
名
を
絡
し
、

平
等
法
行
い
中
に
は
日
他

畢
克
阜
慨
無
用
の
世
芥
に
し
て
、

の
形
相
銀
…
〈
、
言
語
同
断
。
心
行
所
減
＠
無
作
法
然
主
慌
た

る
唯
一

絶
針
の
授
夫
れ
円
併
に
し
て
・
何

ι行
倒
円
以
知
色
町
2
4

i

J

’
a

f

i－－
1
1
 

極
し
て
論
ず
れ
ば
中
道
質
相
の
抽
象
的
概
念
に
過

5
5
る
な
り
。

放
に
本
史
の
授
自

務

長

有ζ

イ強

翁

一
支
五
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イ妨
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一
五
六

体
L
7
－
の
み
抽
象
す
れ
ば
始
吐
門
成
仰
の
行
用
を
失
す
べ
き
な
b
o
然
る
に
具
体
的
・
災
際
的
に
は
境
の
外
に
智
無
主
故

に
、
我
身
は
此
れ
十
本
川
以
来
上
に
現
象
せ
る
三
身
具
足
の
如
来
な
b
d」
始
め
て
佐
知
す
る
を
体
川
氏
足
印
身
成
仰
と
は
レ

ふ
な
b
o
而
し
て
本
位
を
始
党
せ
る
科
度
の
深
浅
換
言
す
れ
ば
衆
生
の
状
悦
の
科
広
如
何
乞
計
る
安
常
的
根
単
位
と
し

て
設
け
ら
れ
た
る
も
の
が
我
家
の
六
仰
の
位
な
b
o
台
家
は
川
巾
所
設
な
る
を
以
て
北
生
所
共
の
仰
悦
の
仰
向吹
いり
科
広

如
何
を
計
る
べ
き
、
松
山
十
ご
し
て
の
六
卸
五
十
二
位
な
る
を
以
て
究
え
印
を
妙
位
必
尚
成
仰
の
伐
と
せ
ば
ム
け
ん
か
流
の
心
地

行
用
に
て
は
永
劫
不
成
仰
で
ゐ
る
べ
き
な
b
o
何
と
な
れ
ば
刊
恕
は
・氷山地
に
刊
恕
な
b
。
計
し
川
和
ル
ケ
山
H
m叫す
れ
ば
心

早
現
先
立
ち
o
m
H
松
は
引
火
よ
b
松
方
に
あ
る
べ

3
な
b
o
依
て
現
品
川
所
孔
の
ム
υ
家
統
の
併
科
に
随
ふ
時
は
成
仰
と
は

存
法
の
彼
か
じ
利
引
川
弘
か
b
。
我
家
は
呆
・ト
ム
所
誌
な
る
が
故
に
成
仙
の
上
に
立
て
ら
れ
た
る
深
戊
そ
計
る
椋
午
な
b
o

初
め
て
我
身
は
本
位
の
如
来
と
い
る
以
前
は
因
仕
の
修
行
な
b
。
向
山小｝成
h
，て
航
れ
ば
一
正
よ
り
本
位
の
如
来
な
b
。
此

の
自
党
内
心
よ
b
俄
ら
ざ
る
叫
び
と
し
て
現
れ
て
以
後
は
品
川
十
不
退
料
果
仕
に
安
住
せ
る
即
身
成
帥
去
な
b
o
此
の
人

は
氷
泣
ご
北一日
一
巡
と
の
人
格
的
生
命
に
介
一

せ
る
人
格
な
る
を
以
て
、
日
位
以
後
の
行
作
品
十
一
肌
悉
く
が
一

行
一
切
行
、

切
行
一
行
の
心
地
を
昧

へ
る
者
に
し
て
、

肱
刈
白
衣
の
中
に
仲
山
代
中
心
ぞ
担
保
し
祁
作
悉
く
ω
川
市
た
ら
し
む
る
も
の
な

jOr 
く

て

此
の
心
地
に
王
れ
は
相
釘
的
に
論
ず
る
日
カ
成
仰
に
非

F
る
お4
を
M
科
す
る
を
以
て
、
自
力
と
忠

へ
る

問
中
の
修
行
の
そ
の
伐
に
例
力
な
り
し
部
士
令
科
し
、

心
地
は
九
作川
本
党
の
上
に
立
ち
行
作
民
臥
は
六
械
に
山
鞭
す
べ

を

3
な
b
o
M
M
て
そ
の
六
日耐
に
出
接
す
る
詩
作
と
錐
悉
く
が
備
事
で
ゐ
b
、
普
年
〈
を
政
立
け
や
ザ
誌
に
表
現
し
人
H

則
的
・
公
正

的
兵
合
求
む
る
生
活
で
あ
b
、
組
兵
器
誌
へ
の
絶
針
釦

一
義
日
税
収
向
ム
ペ

3
令
け
的
々
。
合
本
山
党
的
生
祈
は
民
川
せ
ら

る
べ

3
u
b
o
依
り
？

Y
キ
シ
ス
ト
の
如
3
は
心
地
を
州
川
也
氏
抗
主
、（彼
等
自
身
の

m
Aに
従
へ

ば
羽
合
形
態
は
物
質

の
進
行
沿
い
引
に
生
ず
る
除
泌
な
b
と
い

ふ
が
此
の
物
釘
の
進
行
に
安
住
し
判
中
革
命
へ
と
な
「
心
川
以
態
ぞ
客
向
的
に

視
察
す
る
な
ら
ば
）
此
の
心
地
此
の
間
恕
に
一
品
物
な
反
映
せ
し
め
た
作
現
行
の
如
何
に
悦
忠
な
る
か
に
憤
慨
し
革
命
へ

と
念
「
↑
信
念
は
宗
致
的
な
れ
ど
そ
の
様
態
明
ら
か
に
凶
中
所
誌
な
り
o

而
し
て
彼
等
の
必
力
革
命
に
依
て
現
れ
来
る
枇

合
は
如
何
。
彼
等
の
串
設
の
根
底
た
る
昨
物
論
に
依
る
も
物
質
が
永
辿
の
並
行
で
あ
る
限
h
そ
の
陰
影
た
る
則
恕
も
亦

必
然
的
に
永
遠
に
並
行
す
ぺ

3
4
e
以
て
、

設
ひ
彼
等
の
刊
想
た
る
品
H

一
（
斥
枇
命
H

が
此
の
地
上
に
川
羽
し
た
ち
と
す
る
も
恐

ら
く
は
不
満
の
仙
は
再
び
川
出
す
べ
き
な
b
。
斯
く
て
伯
似
と
川
似
の
釣
立
抗
争
が
人
生
な

b
と

せ

ば

7

y
ク

ス

主
義
は
遂
に

F
生
を
救
ひ
何
百
る
結
呆
と
な
る
革
、

ム日
家
統
の
、
氷
山
単
に
妙
佐
佐
川
辺
諒
し
て
焦
心
の
中
に
泣
し
行
く
事
恥

物
－
唯
心
・
客
制
的
e
主
制
的
の
州
法
こ
ぞ
ゐ
札
結
集
に
於
て
同
じ
き
を
仰
る
な
り
o
政
宏
の
成
仰
は
組
本
に
依
り
て

十
界
平
の
常
住
を
把
糾
問
す
る
に
あ
る
故
持
出
。
奨
醜
・
兵
俗
の
ふ
作
れ
化
許
許
す
る
も
の
に
し
て
走
れ
又
何
始
日
比
附
市
住

で
あ
る
事
を
正
し
く
認
誠
し
説
ら

F
乙
校
日
刈
す
れ
ば
事
足
る
べ

3
な・
9
0
H
4
れ
を
本
尊
に
削
る
も
十
芥
は
悉
く
山中
竹γ

の
本
有
の
光
明
に
照
さ
れ
た
る
十
芥
た
る
に
あ
り
。
陥
て
誌
社
阪
本

（
本
仰
の
釘
名
は
南
無
妙
法
蓮
華
紅
）
以
前
の
川

s町
電卓F

宣重

道主

本

。~l

論

一
五
七
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巾
に
有
る
時
は
京
朴
的
十
持
、
顕
本
以
後
の
某
上
に
紅
る
時
は
本
ト仰
の
光
明
に
川
…
れ
た
る
十
芥
な
ら
。
前
か
引
は
爪
陀
飢
…

川
後
者
は
机

hm供
用
な
b
。
ふ
れ
を

一
例
人
に
蹴
る
も
白
川
刊
に
主
る
迄
的
修
行
所
作
は
川
中
、

i
n－－ι
・メ
，交
え
Iζ

七、

刀

「
5
3ル
ヂ
じ
n
ス
」

も

め
て
自
党
せ
る
心
地
が
川
身
成
仰
な
b
。
来
上
以
後
の
刊凶
作
は
自
行
化
他
七
川
は
守
悉
く
的
引
で
あ

b
、
を
の
人
の
白

加（品
川似
ぷ
日
の
出
浅
の
測
定
と
し
て
我
家
の
六
印
は
配
立
せ

ら
る
べ
き
な
b
o
町
く
て
次
ぶ
乃
花
始
ま
へ
こ
心
ず
L
f
A川

’』’

a

寸イ
’；

L

l
f
d
i
’S

ノ
，
t
J
w
n1
e
j
h司
’l
Jzp

刊
は
印
木
作
品
、
行
代
約
す
れ
ば
川
図
川
県

教
に
約
す
れ
ば
本
法
一
致

刊
に
約
す
れ
ば

m
m一山
定
な
b
o
ん－
A

－rs
k

H仁
じ
1

4
・＃
λ

司
，
ノ
ヂ

与
s

H
4
れ
始
帥
本
を
殺
現
し
て
の
山
一
読
を
成
や
る
な
b
o

第
六
節

三
秘
の
川
町
と
し
て
の
三
身

山JM
H

川
文
上
能
川
似
始
位
に
依
て
阪
・3
れ
た
る
文
氏
側
…
作
一
ニ
身
は
一
体
－
二
一
日
の

M
Mな
h
o

山
丸
木
刊
に
約
す
れ
ば
悦
…
作

三
身

K
－
上
で
工
川リ品
9

7
ν
工品々
ノ・ドム
市
示作
、

－ノ

y－
h
g‘
昔
1

・
d匂
』

b
・4H丹
、

v
i
r

－－
7

本
畑
出
に
約
す
れ
ば
一
念
三
千
七
成
す

べ
3
な
b
。
－aMU一
品
は
本
的
に
約
し
て
縦…

作
一二
身
4M
ι

叫
附
す
る
が
故
け
い
此
の
主
政
的
本
仰
”
は
が
我
山
訟
の
本
体
仰
な
b
o
本
訟
は
十
川
今
川
山
刊
依
．
L
I市
じれ－

Tmす
な
以
て

我
家
の
字
前
川
、
一
念
三
子
は
制
心
民
約
し
、
行
者
に
約
し
て
決
・
？
る
位
攻
ぷ
の
人
生
刈
な
り
、
比
に
一二
質
五
ひ
に
淑
し、

－hJγニ
が
ぐ
る
に
印
－二
、
体
川
川
一
地
の
故
に
依
冗
一
江
川
し
唯
一
不
二
な
り
n
初
日
出
附
一
の
故
に
休
川
引
に
川
一
辺
な
り
。
所
く

て
ぷ
公
所

m…
の
本
仰
州
一…作
三
身
の
秘
体
は
印
ち
公
れ
妙
法
巡
情
的
阿
川
け
．4
〈
公
れ
一
念
－
一一
千
の
妙
凡
な
b
o
一二
賀
川
時
よ
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